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1.背景と目的 

広場や公園、街路等の屋外オープンスペース（以下、

OS）は都市での賑わい・交流を生み出す場であり、多く

の人々に肯定的に感じられるデザインが求められる。そ

の為実際の計画や分析では、アンケート等によって利用

者感情を取り入れる取り組みが重要視されている。 

 一方、SNS の普及により物事に対する人々の心情が気

軽に発信され、インターネット上に蓄積されている。大

量の SNS 投稿を分析する事で、OS と人々が日常生活で抱

く感情の関係性をより容易に把握出来る可能性がある。 

また、札幌市は積雪寒冷都市かつ人口 195 万人超の大都

市という稀有な特性を持った都市である。札幌都心にお

ける利用者感情と OS デザインの関係については、未だ明

らかでない部分が多い。 

本研究では、多様な SNS の中でも、都市や景観の情報

を含みやすい「画像」とそれを補足する「テキスト」と

いう 2 つの情報を投稿内に含む、Instagram の投稿データ

を定量的に解析する事で、札幌都心の OS における利用者

感情の傾向と、肯定的に感じられている OS デザインの要

素を評価し、その手法を確立する事を目的とする。 

2.研究の方法 

本研究では、まず 2 章で Instagram 投稿を用いた OS の

評価手法を体系化し(図１)、3章で札幌都心OSを対象に当

評価手法による分析を行う。4 章で評価結果をまとめ、5

章で結果を基に、札幌都心における肯定的に感じられや

すい OS デザインを考察する。最後に 6 章で当評価手法の

有用性と課題についてまとめる。 

 

図 1 Instagram を用いた OS 評価手法体系図 

3.札幌都心における評価手法の実践 

3-1．分析対象とする札幌都心の主要な OS の選定 

Instagram のハッシュタグ検索機能を用いて、対象地域

の各 OS に関するハッシュタグ検索の Hit 件数を比較し、

Hit 件数の多い OS がその地域の主要な OS であると仮定し

て、分析対象に選定した。 

 本研究では、札幌都心の主要な OS として、創成川公

園・大通公園・アカプラ・すすきの交差点・札幌駅前通

の 5 つの OS を定めた(図 2)。 

 

図 2 1000 件以上 Hit したハッシュタグ 

3-2．各 OS の投稿データの入手と画像のダウンロード 

Instagram 公式 API(注 1 を用いて、対象 OS に関するハッ

シュタグを持つ各投稿について、投稿 ID・投稿 URL・画

像 URL・テキスト・投稿日時のデータを入手した。更に、

画像 URL から各投稿画像をダウンロード(以下、DL)した。 

本研究で入手した投稿データ数・DL した画像ファイル

数は表 1①・②の通りであった。 

3-3.各 OS のイメージを構成する主な要素の分析 

Google Cloud Vision API-label 検出機能（注 2を用いて投稿

画像内の要素を検出し、各 OS において多く投稿されてい

る要素を、各 OS に対する人々のイメージを構成している

主な要素と判断した。 

まず、label 検出機能によって、画像内要素とその検出

精度を「l a b e l 」と呼ばれる文字列（Tree,Electric-Blue 等）

と「信頼度スコア」と呼ばれる 0～1 の範囲で表される数

値として、1 画像辺り最大 50 組出力した。更に、各 OS の

検出数上位 3label をサンプルとして、AI による検出結果

を目視で確認し、目視確認と AI 検出の結果の一致率が

90%を超えた信頼度スコア以上の label のみをその後の分

析に使用する事で、label 検出の精度を確保した。本研究

では、信頼度スコア 0.60 を境に AI による label 検出の正答

率が 90％を下回った為、信頼度スコア 0.60 以上の label を

分析に使用した。また、飲食物等の OS との関係が薄い要

素に関する label を含む投稿は排除して分析を行った。な

Evaluation of outdoor open spaces based on emotions using Instagram 

-Urban space planning method using SNS analysis, part 4- 

WATANABE Aki, SETOGUCHI Tsuyoshi 

, WATANABE Norihiro 



お、本研究で各 OS において投稿画像から検出された全

label 数・信頼度スコア 0.60 未満足切り後の全 label 数はそ

れぞれ表 1③・④の通りであった。 

表 1 各工程における各 OS のデータ数 

 

 

 

 

 

3-4.各投稿の投稿者感情の判定 

テキスト解析ツール KHCoder（注 3を用いて、テキスト内

に含まれる感情を意味する語から各投稿の投稿者感情を

判定し、各 OS における投稿者感情の傾向を分析した。 

まず、KHCoder の品詞別単語集計機能を用いて、全 OS

投稿のテキストに含まれる単語から、形容詞・形容動

詞・形容詞 B（注 4 の出現回数上位 200 語の単語を絞り込ん

だ。この 3 品詞は空間要素が表れやすい名詞を修飾する品

詞であり、空間要素に対する投稿者の感情を意味してい

る可能性が高い。更に、この出現回数上位 200 語の中から

肯定感情を表す語を選び、これを肯定語と定義した。本

研究では表 2 の語群を肯定語とした。 

表 2 肯定語一覧（肯定語/出現頻度） 

 

表 3 快適系と綺麗系の肯定語・出現数・前後の名詞の例 

 

続いて、KHCoder のコロケーション統計（注 5を用いて、

各肯定語の前後 5 語に現れた、肯定語の修飾対象である可

能性が高い名詞を集計し、そこから分かる肯定語の意味

の違いに基づいていくつかの系に分類した。例えば、「華

やか」という肯定語について、前後５語に頻出する名詞

が「香り」・「旨味」等の場合、この肯定語は「味覚的華

やかさ」を表すとして、系分類を行った。本研究では、

肯定語を美味しい系・好き系・快適系・楽しい系・綺麗

系・その他肯定系の 6 つの系に分類した。一部の例を表 3

に示す。 

更に各投稿に含まれる肯定語を検索し、各系に属する

肯定語の有無によって投稿者感情を判定した。どの系の

肯定語も含まない投稿は非肯定系として判定した。この

判定結果を基に各 OS における投稿者感情の比率を分析し

た。この際、各肯定語の活用形や異なる仮名表記を含め

て検索する為に、各肯定語の語幹（注 6 とその仮名変換形を

検索ワードに含めた。また、テキストが英語で書かれた

投稿を含めて判定する為に、全ての投稿のテキストを一

度日本語翻訳してから検索ワードを検索した。本研究で

は、表 4 の検索ワードの有無によって投稿者感情を判定し、

投稿者感情の比率を分析した。 

3-5.各 OS の感情を誘発する具体的要素の分析 

 画像から検出された各 label について、各系における出

現率の増加量を比較し、各肯定感情を誘発している具体

的な OS デザイン要素を分析した。 

まず、全投稿と各系の投稿それぞれで検出された label

の出現数を集計した。更に、各 label の出現数をその系の

全 label 数で除し、それぞれの系における各 label の出現率

を計算した。この出現率を用いて、「(各系投稿におけるそ

の labelの出現率)-(全投稿におけるその labelの出現率)」の

値が大きい label ほど、その系が表す肯定感情を強く誘発

しているデザイン要素であると判断した。 

更に、KHCoder で共起ネットワーク図（注 7を作成し、

label 同士の共起関係を分析する事で、各肯定感情を強く

誘発しているデザイン要素の特徴(色・形等)や周辺環境

(時間・季節等)、よく一緒に写っている物等の情報につい

ても比較した。 

表 4 投稿者感情を判定する為の検索ワード一覧 

4.札幌都心における評価結果 

4-1.各 OS のイメージを構成する主な要素 

 3-3 の手法を用いて、札幌都心の各 OS に対する人々の

イメージを構成する主な要素を評価した。 

各 OS において出現数が上位 10 位以内であった label と、



それらを最も多く検出した画像例を図 4 に示す。この結果

から、各 OS 及び都心全体に対する人々のイメージを構成

する要素について、以下の特徴が見られた。 

1）創成川公園・大通公園・アカプラ・札幌駅前通は、

ビル群と樹木の共存、イベントやアート、イルミネーシ

ョン等のイメージが強い。2）すすきの交差点は、ニッカ

ビル等のビル壁面広告のイメージが強い。3）都心 OS 全

体では、都会的なビルと空、樹木を飾る青色イルミネー

ションのイメージが強い。 

4-2.各 OS における投稿者感情の傾向 

3-4 の手法を用いて、札幌都心の各 OS における投稿者

感情の傾向を評価した。各 OS における投稿者感情の比率

と、５つの OS を合算した投稿者感情の比率（以下、5OS

合算）を図 5 に示す。この結果から、各 OS の投稿者感情

として以下の傾向が見られた。 

1）創成川公園は、美味しい・その他肯定という OS と

の関係が薄い投稿者感情の割合が高い。2）大通公園は、

快適・綺麗という投稿者感情の割合が高い。3）アカプラ

は、好き・綺麗という投稿者感情の割合が高い。4）すす

きの交差点は、肯定感情を含まない投稿の割合が高い。

5）札幌駅前通は、好きという投稿者感情の割合が高い。 

 

図 4 各 OS のイメージを表す画像例と検出 label 

4-3.各 OS の感情を誘発する具体的要素 

4-2 で明らかにした「各 OS で投稿が多い感情系」につ

いて、3-5 の手法を用いて、各感情を誘発している具体的

なデザイン要素を評価した。 

図 6(A)は、各 OS で多い感情系の投稿において、出現率

増加上位 10label である。図 6(B)は、各系の l a b e l に関す

る共起ネットワーク図の内、上位 10label 周辺の共起関係

を表す箇所の抜粋である。この結果から、各感情を誘発

する具体的なデザイン要素として以下の要素が見られた。 

 1）Shrub 等の背の低い植物要素は、大通公園において、

快適系での出現率増加が大きい。これらの要素は、他の

OS では投稿数が少ない。2）Electric-blue 等のイルミネー

ション要素は、大通公園とアカプラにおいて、綺麗系で

の出現率増加・投稿数が共に大きい。他の OS におけるイ

ルミネーション要素は、綺麗系での出現率増加は大きい

が投稿数が少なく、OS における投稿者感情の比率への影

響が小さい。両者を比較した所、イルミネーションに関

する投稿が綺麗系で多い前者 2 つの OS でのみ、Tree 等の

樹木要素と Sky という空要素との間に共起関係がある。ま

た、樹木にイルミネーションが施された画像で検出され

る Christmas 等の要素も前者に多い。3）Deciduous 等の落

葉樹要素は、アカプラにおいて、好き系での出現率増加

が大きい。他の OS と比較した所、アカプラのみ、Forest

等の樹木群要素と Yellow という紅葉要素との間に共起関

係がある。4）Building 等のビル要素は、札幌駅前通の好

き系とすすきの交差点の非肯定系での出現率増加が大き

い。両者を比較した所、すすきの交差点でのみ、ビル要

素と Signage 等の広告物要素に共起関係がある。 

 

図 5 各 OS の投稿者感情の比率の比較 

5.札幌都心で肯定的に感じられる OS デザインの考察 

4 章の結果から、札幌都心において肯定的に感じられる

OS デザインとして以下の考察をした。 

1）背の低い植物要素が快適という感情に繋がっている。

快適系の投稿は季節・天気等に対する心地よさを表しや

すい(表 3)。日常的に目に触れやすい背の低い植物は、OS

に季節感を与える為、快適な OS デザインに効果的だと考

えられる。2）樹木に施したイルミネーションは、他の要

素に施したものよりも綺麗と感じられている。また、暗

い夜空を背景にした際、イルミネーションの光の美しさ

がより際立っていると推測できる。夜空が背景となる様

な、街路樹と人の居場所の配置計画が、イルミネーショ

ンをより綺麗と感じさせる OS デザインに効果的だと考え

られる。3）イチョウ等の落葉樹は、紅葉を複数の樹木の



まとまりとして視界に収めることで、より好きと感じら

れている。並木の様に木々を連続的に配置する植樹計画

が効果的だと考えられる。4）4-3 の結果から、壁面に屋

外広告が設けられたビルのファサードに対し、人々は今

回評価した 5 つの肯定感情を示していないと分かる。一方

で、4-1 の結果から、壁面に屋外広告が設けられたビルの

ファサードは、OS のイメージを印象付ける上では、効果

的だと考えられる。OS 自体に対する肯定感情よりも、地

域のランドマークとしての効果を期待する場合には、ビ

ル壁面に屋外広告を設け、印象的なファサードを形成す

ることが効果的だと考えられる。 

6.まとめ：手法の有用性と課題 

当手法は、Instagram 投稿の画像とテキストを分析し、

OS 利用者の感情とデザイン要素の関係を評価するもので

ある。当手法によってより多くの OS の計画や分析に人々

の感情という情報を取り入れる事が可能になる。これは、

専門家の主観に依存しない人々の感情に寄り添った都市

の実現に繋がるだろう。

 一方、大通公園の噴水(Fountain,label 検出数 2 件)等、よ

り投稿数が少ない要素について分析する為には、公式 API

に提供されるデータ量では不十分であった。Instagram 上

には、本研究で収集した量の 10 倍以上の投稿が存在して 

いる為、収集方法の見直しによって、この課題を解決で

きる可能性がある。今後、他都市においても当手法を実

践し、より汎用性ある手法を構築する事が求められる。 

【注釈】注 1)Instagram上の情報を入手出来る Instagram公式サービス。

注 2)Google Cloud Platform が提供する、いくつかの画像分析ツールを内

包した機械学習サービスの 1 つ。注 3)自然言語によるテキストデータを

可視化・分析するテキストマイニングツール。注 4)KHCoderで扱う品詞分

類の一つ。平仮名のみで構成される形容詞を指す。注 5)直前や直後に、

どんな語が多く出現していたかを集計・表示する機能。注 6)活用語尾を

取り除いた変化しない部分。注 7)テキストデータ内における出現頻度の

高い語同士の共起関係の強弱を視覚的に表した図。 
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図 6 (A)各 OS 各系で出現率増加が上位の 10label(B)上位 label 周辺の共起関係(C)共起関係を表す画像例 
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